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⑴
は
じ
め
に

　

世
界
的
に
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア

（
Ａ
Ｗ
）
の
課
題
は
、
肉
用
鶏
で
は
長
期

飼
育
向
き
の
鶏
種
（Slow

 Grow
er

品

種=

Ｓ
Ｇ
）、採
卵
鶏
で
は
ケ
ー
ジ
フ
リ
ー

卵
（Cage Free Egg=

Ｃ
Ｆ
Ｅ
）
へ
と

変
わ
り
つ
つ
あ
る
よ
う
に
感
じ
る
。
日

本
国
内
の
肉
用
鶏
で
は
、
Ｓ
Ｇ
は
地
鶏

や
銘
柄
鶏
な
ど
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ

る
。
２
０
１
７
年
６
月
12
日
か
ら
14
日

に
ポ
ル
ト
ガ
ル
で
開
催
さ
れ
た
育
種
会

社
主
催
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
（2nd H

ubbard 
Prem

ium
 Forum

）
に
、
筆
者
は
日
本

か
ら
肉
用
鶏
生
産
者
、
設
備
関
係
者
ら
11

名
と
と
も
に
参
加
し
た
。
会
議
参
加
者
数

は
27
カ
国
か
ら
１
６
５
名
と
予
想
以
上
に

多
か
っ
た
。
日
本
か
ら
の
参
加
者
が
多
い

主
な
理
由
は
、
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
発
生
国
か
ら
の
肉
用
赤
鶏
の
輸
入
禁

止
に
関
す
る
解
禁
情
報
の
収
集
、
Ｓ
Ｇ
の

動
向
調
査
に
あ
っ
た
よ
う
だ
。

⑵
米
国
に
お
け
る
採
卵
鶏
の

　

Ｃ
Ｆ
Ｅ
と
肉
用
鶏
の
Ｓ
Ｇ

　

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
育
種
会
社
代
表
が

強
調
し
た
話
は
、下
記
の
ス
ラ
イ
ド
１（
米

国
採
卵
鶏
Ｃ
Ｆ
Ｅ
の
成
長
）
と
ス
ラ
イ
ド

２
（
米
国
肉
用
鶏
に
お
け
る
Ｓ
Ｇ
を
進
め

る
企
業
と
団
体
等
）
に
つ
い
て
で
あ
る
。

　

ス
ラ
イ
ド
１
に
つ
い
て
、
マ
ク
ド
ナ
ル

ド
は
２
０
１
５
年
９
月
、
米
国
と
カ
ナ
ダ

で
２
０
２
５
年
ま
で
に
Ｃ
Ｆ
Ｅ
に
切
り
替

え
る
と
発
表
し
て
い
た
。
２
０
２
５
年
ま

で
に
ス
ー
パ
ー
と
外
食
産
業
等
が
自
社
で

使
用
ま
た
は
販
売
す
る
卵
を
Ｃ
Ｆ
Ｅ
に
す

る
と
宣
言
し
た
た
め
に
、
Ｃ
Ｆ
Ｅ
が
急
速

に
伸
び
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。

　

パ
ッ
ケ
ー
ジ
（
Ｃ
Ｆ
Ｅ
の
約
３
％
）、

卸
業
者
（
４
％
）、
ス
ー
パ
ー
（
44
％
）、

レ
ス
ト
ラ
ン
等
（
15
％
）、
マ
ク
ド
ナ
ル

ド
（
４
％
）
等
の
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
需
要

肉用鶏はＳＧ品種、採卵鶏はケージフリー卵へ？
国内外の養鶏アニマルウェルフェア（ＡＷ）動向

㈱イシイ代表取締役社長
竹内正博

スライド1　米国採卵鶏Cage Free eggの成長 （出所：育種会社）
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OPINION 国内外の養鶏アニマルウェルフェア（ＡＷ）動向

を
合
計
す
る
と
、
２
０
２
５
年
の
ケ
ー
ジ

フ
リ
ー
卵
の
市
場
占
有
率
は
米
国
総
飼
養

羽
数
の
約
70
％
（
１
・
９
億
羽
÷
２
・
75

億
羽
）
に
成
長
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い

る
。
Ｃ
Ｆ
Ｅ
市
場
占
有
率
が
、
今
後
９
年

間
に
６
％
（
０
・
17
億
羽
÷
２
・
75
億

羽
）
か
ら
70
％
に
も
急
増
す
る
こ
と
に
な

る
。
こ
の
短
い
期
間
に
２
億
羽
を
ケ
ー
ジ

フ
リ
ー
飼
養
に
移
行
さ
せ
る
の
は
困
難
で

あ
る
が
、
米
国
の
採
卵
企
業
の
生
き
残
る

道
は
ス
ー
パ
ー
と
外
食
産
業
等
の
要
望
に

ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
か
に
よ
る
と
思
わ

れ
る
。
今
後
10
年
間
に
、
採
卵
鶏
Ａ
Ｗ
の

凄
ま
じ
い
嵐
が
米
国
採
卵
業
界
を
襲
お
う

と
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　

一
方
、
ス
ラ
イ
ド
２
に
あ
る
自
然
食
品

高
級
ス
ー
パ
ー
のW

hole Foods

（
Ｗ
Ｆ
）

は
、
２
０
１
６
年
３
月
、
肉
用
鶏
の
鶏
種

を
Ｓ
Ｇ
に
切
り
替
え
る
と
発
表
し
た
。
全

店
舗
で
販
売
す
る
鶏
肉
（
米
国
の
ブ
ロ
イ

ラ
ー
生
産
量
の
３
％
に
相
当
す
る
年
間

２
・
77
億
羽
）
は
、
成
長
の
早
いFast 

Grow
er

（
Ｆ
Ｇ
）
品
種
か
ら
Ｓ
Ｇ
に
２

０
２
４
年
ま
で
に
切
り
替
わ
る
こ
と
に
な

る
。
驚
い
た
こ
と
に
今
年
６
月
、
ネ
ッ
ト

通
販
最
大
手
のA
m
azon

が
、
１
３
７

億
ド
ル
（
１
・
６
兆
円
）
で
Ｗ
Ｆ
（
12
月

決
算
）
を
買
収
す
る
と
発
表
し
た
。
手
続

き
の
完
了
は
第
二
四
半
期
中
と
な
る
見
込

み
で
あ
る
。
ま
た
、
ス
ラ
イ
ド
２
に
あ
る

全
米
４
位
の
ブ
ロ
イ
ラ
ー
生
産
企
業
（
日

本
と
同
等
羽
数
に
近
い
年
間
約
７
億
羽
の

ブ
ロ
イ
ラ
ー
を
処
理
）
で
あ
るPurdue

も
、
大
手
企
業
の
中
で
唯
一
Ｓ
Ｇ
の
飼
育

試
験
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
の
Ａ
Ｗ
対
応
に
つ

い
て
は
、
採
卵
鶏
と
肉
用
鶏
の
Ａ
Ｗ
動
向

を
比
較
す
る
と
、
採
卵
鶏
が
肉
用
鶏
よ
り

10
年
近
く
進
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
る
。
Ｅ

Ｕ
理
事
会
指
令
（
１
９
９
９
年
改
訂
）
に

よ
っ
て
従
来
型
採
卵
ケ
ー
ジ
は
２
０
１
２

年
に
禁
止
さ
れ
た
。
同
様
に
、
Ｅ
Ｕ
の
ブ

ロ
イ
ラ
ー
・
Ａ
Ｗ
理
事
会
指
令
（
２
０
０

７
年
に
合
意
）
は
２
０
１
０
年
に
実
施
さ

れ
て
い
る
。
Ｅ
Ｕ
採
卵
鶏
Ａ
Ｗ
理
事
会
指

令
合
意
の
８
年
後
、
Ｅ
Ｕ
ブ
ロ
イ
ラ
ー
Ａ

Ｗ
理
事
会
指
令
が
合
意
さ
れ
て
い
る
。
指

令
施
行
面
で
は
、
Ｅ
Ｕ
採
卵
鶏
の
猶
予
期

間
は
13
年
も
必
要
だ
っ
た
が
、
ブ
ロ
イ

ラ
ー
で
は
３
年
間
し
か
な
か
っ
た
。

⑶
採
卵
鶏
の
Ａ
Ｗ
に
関
す
る

　

実
証
調
査
事
業

　

一
方
、
国
内
で
は
採
卵
鶏
の
Ａ
Ｗ
に
関

す
る
実
証
調
査
事
業
を
、
２
０
１
７
年
度

か
ら
２
０
１
９
年
度
ま
で
の
３
年
間
に
わ

た
っ
て
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

採
卵
鶏
の
Ａ
Ｗ
の
推
進
を
図
る
た
め
、
Ａ

Ｗ
対
応
鶏
舎
に
関
す
る
実
証
調
査
を
実
施

し
、
採
卵
鶏
の
飼
養
管
理
指
針
改
定
の
た

め
の
検
討
お
よ
び
改
善
策
等
を
加
え
た
モ

デ
ル
の
作
成
、
提
示
を
行
う
の
が
事
業
目

的
で
あ
る
。
推
進
委
員
の
筆
者
も
参
加
し

た
、
推
進
委
員
会
お
よ
び
専
門
委
員
会
の

合
同
会
議
が
６
月
27
日
に
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
事
業
に
つ
い
て
報
告
を
し
た
い
。

事
業
の
成
果
目
標
と
直
接
目
標

　

合
同
会
議
で
配
布
さ
れ
た
資
料
に
、
達

成
目
標
が
成
果
目
標
と
直
接
目
標
と
し
て

次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。「
成
果
目

標
と
し
て
、
Ａ
Ｗ
は
、
畜
産
に
お
け
る
世

界
的
な
課
題
と
し
て
検
討
が
進
め
ら
れ
て

お
り
、
わ
が
国
で
も
農
場
内
に
お
け
る
Ａ

Ｗ
の
向
上
を
目
的
に
『
Ａ
Ｗ
の
考
え
方
に

対
応
し
た
家
畜
の
飼
養
管
理
指
針
』
の
普

及
が
図
ら
れ
て
い
る
が
、
今
後
、
採
卵
鶏

の
国
際
獣
疫
事
務
局
（
Ｏ
Ｉ
Ｅ
）
規
約
が

制
定
さ
れ
た
際
に
は
、
国
際
基
準
と
の
整

合
性
を
考
え
、
採
卵
鶏
の
飼
養
管
理
指
針

の
改
定
に
向
け
た
検
討
や
、
さ
ら
な
る
Ａ

Ｗ
の
推
進
が
必
要
と
な
る
。
そ
こ
で
、
わ

が
国
の
気
候
風
土
環
境
下
に
お
け
る
Ａ
Ｗ

対
応
鶏
舎
で
実
証
調
査
を
行
い
、
採
卵
鶏

の
飼
養
管
理
の
実
態
に
即
し
た
科
学
的
知

見
を
蓄
積
し
、『
採
卵
鶏
の
Ａ
Ｗ
対
応
鶏

舎
実
証
調
査
報
告
書
』
を
取
り
ま
と
め
る

と
と
も
に
、
そ
の
中
で
『
Ａ
Ｗ
に
対
応
し

た
飼
養
管
理
の
改
善
策
を
付
加
し
た
鶏
舎

モ
デ
ル
』
等
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
飼
養

管
理
指
針
改
定
の
た
め
の
検
討
に
必
要
な

科
学
的
知
見
等
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、

今
後
の
採
卵
鶏
の
Ａ
Ｗ
向
上
に
関
す
る
取

組
み
の
推
進
を
図
る
」

　

直
接
目
標
は
次
の
通
り
で
あ
る
。「
①

採
卵
鶏
の
Ａ
Ｗ
対
応
鶏
舎
実
証
調
査
報
告

書
を
作
成
す
る
た
め
、
Ａ
Ｗ
対
応
鶏
舎
で

収
集
し
た
基
礎
デ
ー
タ
の
取
り
ま
と
め

（
１
件
）
お
よ
び
Ａ
Ｗ
対
応
鶏
舎
で
収
集

し
た
科
学
的
デ
ー
タ
の
取
り
ま
と
め
（
１

スライド2　米国肉用鶏におけるSGを進める企業と団体（出所：育種会社）
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と
２
）
は
食
鳥
協
会
関
係
者
に

配
布
さ
れ
、
調
査
報
告
会
が
２
０
１
２
年

11
月
に
東
京
と
鹿
児
島
で
開
催
さ
れ
た
。

件
）
を
行
う
。
②
国
内
に
お
け
る
採
卵
鶏

の
Ａ
Ｗ
に
関
す
る
状
況
や
Ａ
Ｗ
対
応
鶏
舎

等
に
関
す
る
情
報
収
集
を
行
う
た
め
、
国

内
に
お
け
る
採
卵
鶏
の
Ａ
Ｗ
情
報
収
集
調

査
を
５
回
実
施
す
る
。
③
今
後
の
Ａ
Ｗ
の

動
向
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
欧
米
諸
国

の
Ａ
Ｗ
の
検
討
状
況
や
飼
養
管
理
の
実
態

等
の
情
報
収
集
を
行
う
た
め
、
海
外
に
お

け
る
採
卵
鶏
の
Ａ
Ｗ
情
報
収
集
調
査
を
２

回
実
施
す
る
」

　

Ｏ
Ｉ
Ｅ
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
２
０
１

３
年
の
第
81
回
Ｏ
Ｉ
Ｅ
総
会
で
、
Ａ
Ｗ
と

肉
用
鶏
生
産
方
式
の
Ｏ
Ｉ
Ｅ
規
約
が
採
択

さ
れ
て
い
る
。
同
様
に
Ａ
Ｗ
と
肉
牛
と
乳

牛
生
産
方
式
規
約
も
採
択
済
み
で
あ
り
、

豚
生
産
方
式
規
約
は
現
在
作
業
中
と
な
っ

て
い
る
。
一
番
難
し
い
採
卵
鶏
生
産
方
式

も
２
０
１
６
年
11
月
に
第
１
回
ア
ド
ホ
ッ

ク
グ
ル
ー
プ
（
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の

分
科
会
）
が
Ａ
Ｗ
と
採
卵
鶏
規
約
の
検
討

を
開
始
し
た
。
筆
者
が
把
握
し
て
い
る
流

れ
で
は
、
Ａ
Ｗ
と
採
卵
鶏
生
産
方
式
規
約

の
一
次
案
が
２
０
１
８
年
５
月
の
Ｏ
Ｉ
Ｅ

総
会
に
提
出
さ
れ
る
。
そ
の
後
に
二
次
案

が
２
０
１
８
年
10
月
に
検
討
さ
れ
、
２
０

１
９
年
５
月
の
総
会
で
最
終
案
が
採
択
見

込
み
と
な
っ
て
い
る
。
畜
産
分
野
の
Ａ
Ｗ

で
最
後
に
な
る
採
卵
鶏
生
産
方
式
の
Ｏ
Ｉ

Ｅ
規
約
は
、
２
０
２
０
年
の
東
京
五
輪
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
は
間
に
合
う
よ
う
で

あ
る
。

海
外
に
お
け
る
採
卵
鶏
の
Ａ
Ｗ
情
報
収
集

調
査

　

今
年
は
米
国
、
来
年
は
欧
州
で
海
外

Ａ
Ｗ
情
報
収
集
調
査
が
計
画
さ
れ
て
い

る
。
２
０
１
７
年
の
米
国
調
査
日
程
の
中

で
、U

nited Egg Producers

（
Ｕ
Ｅ

Ｐ
）
訪
問
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
に

と
っ
て
Ｕ
Ｅ
Ｐ
訪
問
は
今
年
で
3
回
目
に

な
る
。

　

過
去
に
お
い
て
、
第
１
回
目
の
Ｕ
Ｅ
Ｐ

訪
問
は
２
０
１
１
年
８
月
30
日
に
デ
モ
イ

ン
市
で
開
か
れ
た
Ｕ
Ｅ
Ｐ
地
域
説
明
会
に

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
し
、
鶏
卵
生
産
国
家

基
準
の
た
め
の
連
邦
政
府
へ
の
請
願
書
に

関
す
る
Ｕ
Ｅ
Ｐ

－

Ｈ
Ｓ
Ｕ
Ｓ
合
意
経
過
を

聞
い
た
時
だ
っ
た
。
Ｕ
Ｅ
Ｐ
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の

印
象
に
残
っ
た
言
葉
は
「
Ａ
Ｗ
は
消
費
者

問
題
で
な
く
、
政
治
問
題
で
あ
る
（
ク
ラ

ウ
ス
Ｕ
Ｅ
Ｐ
議
長
）。
Ｕ
Ｅ
Ｐ
理
事
会
で

賛
成
20
対
反
対
10
に
よ
り
承
認
さ
れ
た
。

こ
れ
は
生
き
残
る
た
め
に
必
要
な
業
界
合

意
で
あ
る
」（
ジ
ー
ン
・
グ
レ
ゴ
リ
ー
Ｃ

Ｅ
Ｏ
＝
チ
ャ
ッ
ド
・
グ
レ
ゴ
リ
ー
氏
の
父

親
）。
第
２
回
目
の
訪
問
は
２
０
１
３
年

６
月
26
日
、Ｕ
Ｅ
Ｐ
事
務
所
の
チ
ャ
ッ
ド
・

グ
レ
ゴ
リ
ー
Ｃ
Ｅ
Ｏ
を
訪
問
し
て
、
エ
ッ

グ
ビ
ル
の
連
邦
法
は
可
決
さ
れ
る
の
か
否

決
さ
れ
る
の
か
に
つ
い
て
聞
い
た
時
だ
っ

た
。
同
様
に
印
象
に
残
っ
た
グ
レ
ゴ
リ
ー

Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
言
葉
は
、
約
３
時
間
の
意
見
交

換
が
終
わ
る
頃
に
「
連
邦
法
成
立
の
可
能

性
は
何
％
で
す
か
？
」と
質
問
を
し
た
後
、

「
２
週
間
前
の
連
邦
法
成
立
可
能
性
は
70

〜
75
％
で
あ
っ
た
が
、
今
は
１
〜
２
％
に

な
っ
て
い
る
」。
つ
ま
り
、
エ
ッ
グ
ビ
ル

成
立
の
可
能
性
が
な
く
な
っ
た
こ
と
を
示

唆
し
た
の
で
あ
る
。

　

今
年
９
月
に
お
会
い
し
た
ら
、
チ
ャ
ッ

ド
・
グ
レ
ゴ
リ
ー
Ｕ
Ｅ
Ｐ
会
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ

に
、
米
国
の
採
卵
鶏
業
界
は
２
０
２
５
年

に
Ｃ
Ｆ
Ｅ
市
場
70
％
に
向
け
て
進
ん
で
い

る
の
だ
ろ
う
か
？　

と
質
問
を
し
て
み
た

い
。
今
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
る
。

⑷
タ
イ
・
英
国
・
ブ
ラ
ジ
ル
・
米

　

国
で
の
Ａ
Ｗ
と
ブ
ロ
イ
ラ
ー
生

　

産
実
態
調
査

　

今
か
ら
５
年
前
の
２
０
１
２
年
に
国
産

食
鳥
推
進
委
員
会
の
予
算
で
タ
イ
と
英
国

に
、
東
北
大
学
大
学
院
農
学
研
究
科
家
畜

福
祉
学
の
７
社
支
援
企
業
の
予
算
で
ブ
ラ

ジ
ル
に
、
２
０
１
３
年
に
国
産
食
鳥
推
進

委
員
会
の
予
算
で
米
国
に
、
筆
者
は
Ａ
Ｗ

と
ブ
ロ
イ
ラ
ー
生
産
実
態
調
査
に
同
行
す

る
機
会
を
得
た
。
調
査
報
告
書
（
資
料
１

資料1：海外ブロイラー生産におけるAW調査報告書
（2013年、－タイ・イギリス－国産食鳥推進委員会、－ブラジ
ル－東北大学大学院農学研究科家畜福祉学寄附講座）

資料2：AW含む米国における食鳥検査制度等
調査報告書（2013年、国産食鳥推進委員会）
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同
時
期
、
２
０
１
３
年
に
は
第
81
回

Ｏ
Ｉ
Ｅ
総
会
で
、
Ａ
Ｗ
と
肉
用
鶏
生
産
方

式
の
Ｏ
Ｉ
Ｅ
規
約
が
採
択
さ
れ
て
い
る
。

　

始
ま
り
は
、
２
０
１
１
年
12
月
に
開
か

れ
た
国
産
食
鳥
推
進
委
員
会
（
阿
部
壮
介

委
員
長
）
役
員
会
で
の
筆
者
の
調
査
企
画

提
案
で
あ
っ
た
。

⑸
ま
と
め

　

世
界
的
に
Ａ
Ｗ
の
課
題
は
、
肉
用
鶏

で
は
長
期
飼
育
向
き
の
鶏
種
（Slow

 
Grow

er

品
種=

Ｓ
Ｇ
）、
採
卵
鶏
で
は

ケ
ー
ジ
フ
リ
ー
卵
（Cage Free Egg=

Ｃ
Ｆ
Ｅ
）
に
変
わ
っ
て
き
て
い
る
よ
う

に
感
じ
る
。
海
外
調
査

を
行
っ
た
５
年
前
と
比

較
し
て
、
Ａ
Ｗ
の
課
題

は
大
き
く
変
わ
り
つ
つ

あ
る
の
で
、
国
内
肉
用

鶏
と
採
卵
鶏
関
係
者
も

世
界
の
Ａ
Ｗ
動
向
を
改

め
て
調
査
し
、
世
界
の

流
れ
に
対
応
し
て
い
っ

て
欲
し
い
と
思
っ
て
い

る
。

OPINION 国内外の養鶏アニマルウェルフェア（ＡＷ）動向

アニマルウェルフェア調査企画案
2011 年 12月 14日

株式会社イシイ　竹内正博
目的：一般社団法人日本食鳥協会と会員事業者にとって、アニマルウェル
フェアへの準備の参考のための海外チキン事業者の実態調査
実施時期：2012 年春～夏
調査機関：東北大学大学院農学研究科家畜福祉学寄附講座
調査内容：
⑴アニマルウェルフェアは国産チキン生産事業者とチキン・調製品輸入事
業者にプラスかマイナスか？
⑵アニマルウェルフェアは国産チキン生産事業者とチキン・調製品輸入事
業者にどのような影響を及ぼすか？そして、事業者は準備をどのように
行えば良いか？
⑶欧米の国産チキン生産事業者とチキン・調製品輸入事業者はどのように
アニマルウェルフェアに対応しているのか？


